
 

 

 

７月８日に本校で行いました進路学習会の内容についてお伝えします。 

（〔資料〕は学習会資料より引用） 

 

 

 

障害福祉サービスは、児童福祉法（１８歳未満）と障害者総合支援法（１８歳以上）に基づいて提供され

ます。 

 ★児童（１８歳未満）・・・児童発達支援（就学前）、放課後等デイサービス（就学後）等 

 ★成人（１８歳以上）・・・生活介護、就労継続支援、短期入所、共同生活支援（グループホーム）等 

・その他、富山市が提供しているサービス「地域生活支援事業」 

      日中一時支援、移動支援、地域活動支援センター、訪問入浴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進路だより 

ほっぷ・すてっぷ・じゃんぷ 第７１号 

令和８年 ７月２９日発行  富山県立高志支援学校 

「障害福祉サービスの現状と卒業後のサポート」 

   相談支援事業所アシスト 堀井 美也子 氏 

～ 進路学習会 ～ 

月 30日の場合、22日利用可 

月 31日の場合、23日利用可 

支援区分認定は市町村の障害福祉課

へ申請する。医師意見書の作成に時

間が必要なことや審査会の実施日も

限られていることなどから区分調査

には２～３ヶ月程度時間が必要。 

各施設において２床程度の受け入れ枠しかない

ため、満床であることが多い。 

緊急時に受け入れてもらうためにも、できるだけ

早期から調整や練習を行ったほうが良い。 

事業所によって区分を決めているところがある。 

１～２回／月、１泊２日や２泊３日で定期的に

利用する方が多い。 

〔資料〕 

〔資料〕 

医療的ケアが必要な方は… 

医療と福祉の連携が不可欠 

・受診先が変更になる？   主治医に確認 

・訓練はいつまでできる？ 

・訪問看護の利用検討 

・緊急時の対応の確認  



卒業後のサービスの活用例をお聞きしました。その中の二つの例を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感染症の流行や災害など、今後起こりうる可能性に配慮して、いろいろな場所や人に少しでも慣れてお

くことや、学校卒業後は、行政、施設・事業所スタッフ、医療関係者、相談支援専門員以外にも、地域で

支えてくれる支援者を一人でも多く見つけておくことが大切であるとお話してくださいました。 

 

 

 

サービス等利用計画・障害児支援利用計画（週間予定表）　　
2026年4月1日

月 火 水 木 金 土 日 主な日常生活上の行動

4:00

5:00
生活介護

6:00 起床 起床 起床 起床 起床 起床 起床
当該月-8日

7:00 朝食 朝食 朝食 朝食 朝食 朝食 朝食

8:00
短期入所

9:00
事業所送迎 事業所送迎 事業所送迎 事業所送迎 事業所送迎

7日/月
10:00

家族送迎

11:00
A生活介護事業所 A生活介護事業所 A生活介護事業所 B生活介護事業所 B生活介護事業所

家族と過ごす
日中一時支援事業所 日中一時支援

12:00
入浴 入浴 入浴 8日/月

13:00

14:00

15:00 家族送迎
その他のサービス等

16:00
家族送迎 事業所送迎

事業所送迎 事業所送迎 事業所送迎

17:00

18:00 夕食 夕食 夕食 夕食 夕食 夕食 夕食

19:00

20:00

21:00 就眠 就眠 就眠 就眠 就眠 就眠 就眠

22:00

23:00

0:00

1:00

2:00

3:00

サービス提供によって実現す
る生活の全体像の状況

4:00

卒業後のサービス利用例(日中一時支援事業所併用） 

居宅介護(入浴）

経管栄養 経管栄養 経管栄養 経管栄養

経管栄養

A生活介護事業所 B生活介護事業所

水分注入

受診

訪問看護

経管栄養

4:00

3:00

2:00

1:00

0:00

23:00

22:00

21:00

20:00

19:00

18:00

・「富山病院」
　　1回/月受診
・訪問看護
　　1回/週
・訪問リハビリ
　　1回/週

17:00

経管栄養

事業所送迎

その他のサービス等
16:00

事業所送迎 事業所送迎訪問リハビリ
15:00

水分注入 水分注入 水分注入 水分注入 水分注入水分注入

(1.5時間/回)
14:00

7.5時間/月
13:00

経管栄養

居宅介護(身体)
12:00

経管栄養 経管栄養 経管栄養 経管栄養

入浴 入浴
11:00

水分注入 水分注入 水分注入 水分注入 水分注入

経管栄養 経管栄養 経管栄養 経管栄養 経管栄養

7日/月
10:00 水分注入

B生活介護事業所

短期入所
9:00

事業所送迎 事業所送迎 事業所送迎

8:00

経管栄養

経管栄養 経管栄養 経管栄養 経管栄養 経管栄養 経管栄養

経管栄養 経管栄養 経管栄養

経管栄養

当該月-8日
7:00

起床 起床 起床 起床 起床 起床

生活介護
6:00 起床

5:00

主な日常生活上の行動

4:00

サービス等利用計画・障害児支援利用計画（週間予定表）　　
2026年4月1日

月 火 水 木 金 土 日

卒業後のサービス利用例(医療的ケアが必要な方） 

〔資料〕 

〔資料〕 

次回の本校の進路学習会は、令和９年１月に行います。卒業生保護者、在校生保護者よりお話していた

だく予定です。 



７月７日に分教室で行いました進路学習会の内容についてお伝えします。 

 

 

 

 

○ふくし相談サポートセンターについて 

 どこに相談すればよいかわからない福祉の相談、いろいろな生活課題を抱えている世帯の相談などに対応す

る「福祉の総合相談窓口」として、市役所内（氷見市）に設置されている。障害者の基幹相談支援センターとし

て、各相談事業所の支援や助言等を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇質疑応答など 

Ｑ１：卒業後に向けて身に付けていたらよいことはあるか？ 

Ａ１：好きな物や好きな事、苦手な事などが分かっていると、（支援者の立場から）その事を中心に活動を考えて

いきやすい。利用開始時など、趣味があると話題にもなりやすい。 

Ｑ２：相談支援員との連携がうまくいかないときがある。どうしたらよいか？ 

Ａ２：いろいろな事業所があるので、相談支援員が代わることや異動、退職などはある。ＳＮＳが普及した現代

においては、連絡方法において、相談支援員も悩んでいることがある。 

Ｑ３：相談支援員とは、事業所を利用する際以外にも相談をしてもよいのか？ 

Ａ３：どのような相談をしてもよいし、してはいけない質問があるわけではない。事業所のスタッフに相談して

もらってもよい。事業所と相談支援員は連携を取っているので共通理解がされる。 

 

大切にしたいこととして、『本人の力を信じること』、『地域の力、支援者の力を信じて託すこと』という二つの

キーワードを聞くことができました。 

 

基幹相談支援センターの役割 

『地域における相談支援の中核的な

役割作りを担う』 

地域包括の役割（ケアマネのフォロ

ー）、相談支援員を支えるような存在

である。 氷見市の社会資源の紹介 

氷見市における社会資源を、いくつか

に分けて紹介していただきました。 

 

「サービス事業の現状と、利用までの流れについて」 

社会福祉法人氷見市社会福祉協議会 ふくし相談サポートセンター  

基幹相談支援担当  領毛 都志絵 氏 

〔資料〕 

〔資料〕 

次回の分教室の進路学習会は、令和８年１２月に行います。卒業生保護者よりお話していただく予定です。 


